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来月は読書週間（10 月 23 日、30 日）です 

今年
こ と し

も読書
ど く し ょ

の秋
あ き

がやってきます。読書週間
どくしょしゅうかん

に本
ほん

を借
か

り

て感想文
かんそうぶん

を出
だ

してくれた人、全員
ぜんいん

に参加賞
さ ん か し ょ う

を配ります。さ

らに抽選
ちゅうせん

で 20 人に豪華景品
ご う か け い ひ ん

が当
あ

たります。 

感想文
かんそうぶん

と言
い

っても下
し た

の図
ず

のような簡単
かんたん

なものですから

心配
しんぱい

はいりません。 

中高等部向けの図書 

 今年から中高等部向けの本も図書室で扱う事になりまし

た。昼休みと午後の休憩時間も貸出しますので、ぜひ図

書室をのぞいて下さい。リクエストもお待ちしています。 

 

新着図書
し ん ち ゃ く と し ょ

のお知
し

らせ 
 ９月は中高学年向けの本がたくさん入りました。来月は

低学年向けが来ます。お楽しみに。 

--------------------------- 

 マジックツリーハウス ９，１０，１１ 

タイタニック号の悲劇 ジャングルの掟  

戦場にひびく歌声 

 サッカーキッズ物語 １－４ 

 王さまシリーズ 

王さまめいたんてい 王さまかいぞくせん 

王さまうらない大あたり 王さまなぜなぜ戦

争 王さまダイマの手紙  王さま魔法ゲー

ム 王さま魔女のひみつ 

ペンギンたんていだん      なぞなぞのすきな女の子 

 あたしが桃太郎になった日  ぼくらの地図旅行 

 天使のかいかた       チェブラーシュカとなかまたち 

 トマト魔女の魔女修業      放課後の時間割 

 なぞなぞのすきな女の子    やねのうかれねずみたち 

 黒ねこサンゴロウ旅のつづき 2、３，４ （１，５は後で） 

 ネシャンサーガ １－９     ももいろのきりん 

 ライラの冒険シリーズ １，２，３  

 緋色の皇女 

 パスワードシリーズ 

パスワードに気をつけて パスワード謎旅行 パスワ

ードとホームズ 4 世 続・パスワードとホームズ 4 世 

パスワード「謎」ブック パスワード VS. 紅カモメ  

パスワードで恋をして  

 魔女がいっぱい         ほんとうの空色 

 ゲド戦記 １－５         １３歳のハローワーク 

 オ・ヤサシ巨人 BFG      ぼくの・稲荷山戦記 

 ダレン・シャン〈１０〉精霊の湖、外伝 

 新版 指輪物語〈追補編〉   ハリーポッター５ 

 

おすすめの本、今月
こんげつ

はお父さんの 話
はなし

を紹介
しょうかい

します。

 

今月のリクエスト受付 

ドルフィン・エクスプレスシリーズ 竹下文子 購入予定

ダレン・シャン最新巻 ダレンシャン 購入予定

High and dry（はつ恋） よしもとばなな 購入予定

もしかしたら名探偵 杉山亮 購入予定

（http://hoshuko.org/tosyokan/tosyokan.htm で受付中 

寄付もよろしくお願いします。（特に中高等部向け）

リンの谷の世界にはまる  －リンの谷のローワン シリーズ－ 
                       K のパパ 
  子供と一緒に読む本を探して何気なく手にした本だった。 表紙
もきれいだし絵もやさしい感じだ。いつものように寝る前の一時、息
子のベッドで１章ずつ読み進める。 「なかなか話始まんないね。デ
ルトラの方が面白いよー！」 とほざく息子に延髄ゲリ（古）をかま
し、ヘッドロック（古）で黙らせて、続きを読み聞かせる。読み進める
うちに息子も私もすっかり「リンの谷の世界」にはまってしまった。初
めは一日一章の読み聞かせだったのが、しだいに三章、四章とな
り、ついには息子は自分で読み出した。 

主人公ローワンはハリーのような特別な“力“もなければ、リーフ
のように王子というわけでもない。たくましいリンの谷の人に中では
やせっぽちでチビでこわがりで、花粉症の”半端者“だ。運命によっ
て冒険に巻き込まれるが、仲間に守られながらも彼自身の”考える
力”と諦めを知らない不屈の精神で、謎を解き村を苦難から救うの
だ。 息子もすっかり気分はローワンだ。 

「ここであきらめちゃだめなんだよ。この謎って XXX ってこと？」 
「ここでシバ（魔女）がこう言ってるだろ。パパは YYY と思うな」 
「うー・・・あっ、違うよ。それは ZZZ ってことさ。パパって頭わりー」
「ははは・・・」  （アホ、わざと間違って誘導したのさ。でも、お前

が楽しんで考えながら本を読んでくれてパパはうれしいよ。） 
 ストーリー展開もテンポがよく、論理的な矛盾も少なく、意外性と
のバランスもいい。謎解きのヒントが程よく散りばめられていて、ごく
当たり前な風景の描写にも意味があることに後で気づくといった具
合。もうカッパエビセンみたいに読み出したら止めるのが大変だ。 

第四巻を読み終わり、眠い目をこすりながら息子が言った 「明
日目が覚めたらリンの谷だったらなあ」 （そりゃ、パパも子供の時
に言ったことだよ） 「明日、第五巻が見つかるといいな。おやすみ」

図書週間 感想文／かんそうぶん 

読んだ本 作者 感想／感想 

   

   

   

   

おもしろい感想文、 

待ってるぜ！ 



 


